




10 112時限目 ■対馬は日本の水産資源の心臓部

　また、潮の干満に関連する潮汐流（ちょうせ
きりゅう）は、大潮の時には勢力を増し、北東
向きの対馬暖流よりも南西向きに強く流れる
時間帯があり、対馬海峡全体で流れが南西向
きになることがあります。
　海峡上に吹く風に擦られて生じる流れは吹
送流（すいそうりゅう）と呼ばれ、深さはせい
ぜい20ｍ程度です。冬季の季節風の強い時期
には、福岡沿岸で南東向きの流れとなります。
夏季には、東シナ海に流出した長江水が、周囲
の海水と混ざりながら夏季の南風に伴う吹送
流によって対馬暖流に運ばれます。
　台風などの強風時には陸上で粉塵が舞い上
がるように、海水中も混合が生じます。このよ
うな混合は、栄養塩を有光層に運び、植物プラ
ンクトンの増殖をもたらし好餌場環境の形成
に寄与すると考えられます。
　ただ、実際の流れは複雑で、正しく認識する
のは容易ではありません。ここまでの説明も、
海流を時間的にも空間的にも細かく連続的に
計測した、世界でも有数な観測がなされてい
る対馬海峡だからこそ知りえたことです。

プランクトンにも開花前線！？
コラム❷

　対馬暖流によって運ばれる海水は夏季に最も

高温（9月）・低塩（8月）となり、最も低温・高塩

となるのは３月です。夏季には海面付近と海底付

近の水温・塩分差が大きく、冬季は差がなくなり

ます。これは、冬には海面で冷えて重くなった海

水が沈んだり、風によって海水が混合するためで

す。この混合で、下層からリンやチッソ（プランク

トンの死骸や糞が分解されたもの）などの栄養

塩が海面付近まで運ばれますが、植物プランクト

ンも栄養塩も光の届く層に留まることができず、

光合成は効率よく行われません。ところが、春に

なって暖かくなると混合が弱まるため、植物プラ

ンクトンは光の届く層で光合成を行うことがで

き、爆発的に増殖します。これが桜前線のように

低緯度から高緯度へと移動する春季ブルーム

（開花）と呼ばれる現象で、対馬海峡では4月に

最盛期を迎えます。9～11月には秋季ブルームも

起こりますが、春季ほど顕著ではありません。

コラム❸
“旅鳥の十字路”が抱える環境問題
　対馬は全国的に有名な探鳥スポットとして知

られています。島内で生息し繁殖を繰り返す鳥

（留鳥）は40種足らずですが、対馬を有名にして

いるのは、春や秋の渡りの季節に通過していく

多種多様な旅鳥です。朝鮮半島と日本列島を飛

び石のようにつなぎ、東シナ海と日本海を分ける

位置にある対馬は、東南アジアなどの越冬地で

冬を過ごし、夏に北のシベリア地方などの繁殖

地をめざす野鳥にとって、とりわけ重要な中継地

となっています。本土ではめったに観察できない

野鳥が入り乱れるように通過していく対馬は、旅

鳥の十字路といっても過言ではありません。

　ところが、近年、旅鳥にとって危機とも思える

事態がいろいろと起こっています。

　そのひとつは、旅鳥が好んで滞在していた餌

場・水場・隠れ場の三つの条件を併せ持つ農

耕地とその周辺の茂みが激減していることです。

圃場整備による乾田化、獣害防止のための農地

周辺の伐採、耕作放棄地の増加に伴う林縁の荒

廃など、鳥を取り巻く環境は、年々厳しさを増し

ています。

　もうひとつは島の海岸や沿岸の環境悪化で、

海鳥たちに深刻な影響をもたらしています。強い

北西の季節風が吹き荒れ、海が時化ると決まっ

て流木や廃材に混じって発泡スチロールの破損

片や捨てられたポリ容器、ペットボトルなどが大

量に漂着します。有害な薬品がそのまま入った

医療廃棄物もあるのです。　

　それにもまして海鳥を危機に追い込んでいる

のは油類の漂着です。厳冬期の1月から2月にな

ると決まって島内の波の穏やかな内湾や河口付

近に全身を油に汚染されたアビ類が見られま

す。それは全島で少なくとも年間100羽を下らな

いのではないかと推測されます。その多くは大

規模な油流出事故によるものではなくて、排油

の不法投棄などごく小規模な油の流出が原因で

はないかと考えられています。対馬西海岸では排

油などを満タンにした一斗缶やドラム缶の漂着

が、回収が追いつかないほど発見されているか

らです。これらが冬の荒波で岩場に打ち付けら

れることで破損し、排油が流出しているのではな

いかと思われます。

　これ以上の海鳥汚染を食い止めるため、広く

は対馬全島の自然環境保全のため、その実態と

油浮遊の原因をしっかり把握する活動は欠かせ

ません。

（対馬野鳥の会　杉原 敏 先生）


